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好意的及び非好意的だけでない精ﾈ''１的・行動的
反応や態度を連想させる英語動詞I洋分析
伊藤幸
はじめに
「好意的及び非好意的関係・反応を連想させる英語動詞ﾊﾄﾞの意味分析一で
は，「精'''１的変化を述想させる英語他動詞群の意味分析」での指摘を繰返し，
後者は，その輪神的変化をＬｌﾐじさせる側から，前者は，それを受けて反応する
側から，共に，感Ii1jの意味場に関わり，快・不快という共通性を介しての逆方
向への因果関係も含め，背腹の関係を認めた。
そして，後洲よ「緒ｉｌＩ'的だけでなく物nM的・行動的変化を述想させる一連の
英語他動詞１１粉ｲ1｢」で，ＩＩＩ１解し難い内的世界だけでなく，どちらかと言えば，
理解し易い視覚的lI1liliiにまで対象を分散・拡大，新たな解lﾘ1を得た様に，前者
も，本稿で，内i【iiだけでなく，むしろ，その表面化に注目，やはり分散・拡大
することで新たな腰DMを計る。
まずは，「｝[感他の精191'生IM1的機能を連想させる英語動iiiil群の愈味分析」で
の図式にのっとる。精神的変化を生じさせる刺激は，思考の'11界よりも感情の
'1t界に，よりｌｌＩｉ接的に影響，喜怒哀楽を生じさせ，同時に，｜÷１１'1ｲ''１経を介し
て，不随意筋だけでなく随意筋までも刺激，身体全体の，あるいは部分的な変
調や表情として，ｕ１１，『感情表lＩＩＪする可能性がある。
その感情表|||から，機嫌はもとより，本稿の核心，好意的なのか，Ｊ|：好意的
なのか，つまり好き・嫌いも読み取れるが，いわゆる好き・嫌いは，気質・気
性，更に趣味・趣|;１，美的感覚に価値感など，人格や人''１１性までも示し，どの
様な「意志表示』があると，好き・嫌いの関係が成り立つのか，胃Ⅵiに掲げた
分析と|両I様な視点から，分散・縦理し直すことになる。
この好き・嫌いは，文字通りの人の触合いという，誰もが気付く『肉体表
現」行動に縮約されないだろうか。然為れば「口・手・足から述想される英語
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動詞１１「の意味分'１｢」で，その背後に，あるいは延艮線｣2に見え隠れするとされ
たスキンシップや，つまり肉体的接触や，肉体的衝突に|H1わる意味場が，）0)し
〈も，iiiiIiiにlllることになる。
以｣蔦の様に，Iljll激を受けて反応する('111から，『感IiIj炎111』『意志表示」『肉体
炎呪」の１Ｍでこ券え，雛ｲﾘに，「動くことを連想させる英語jlill調11rの意味分Ｉ１Ｔ」
で，延及線上に乗るだろうとされた，誇示すること，あるいは，その反対〃|イリ
をlrilいている意味場を考えて，衣題通りのぞまとめ旨：とする。
感情表出(１）
祝・聡・呪・味・触の兀感のうち，祝・聴覚の怠義は言うまでもないが，皮
IiW感覚とも呼ばれる触覚の意義も，本稿では大きい。「刺激する」そして，そ
れを「感じる」の，いわば表裏を－体とする「具体的な触覚をﾘ|き起こす」意
の動詞があったり，物1M1的・肉体的刺激を，比Ｉ)iiだけでなく，ＩＩＬ〔戯，$,'ilqll的刺
激とするilﾘjiii1lがあったり(2)，皮膚感覚以外をも「肌で感じ」取るのである。
《喜怒哀楽》糊''１的変化を生じ「させる」刺ilM(を感じると，飽くまで，当
人の''１Ｍなのではあるが，梢ｲIlI的変化が生じ「させられ｣，緋果，糊''１的変化
が('１じ「る」ことになる。ｉiii者は，精神的変化にlHlわる(lll1l1詞llrの受動態が，
後者は，喜怒哀楽にⅡUわるl411fl1調群の能動態が([う。と，このＩＬ１１ｌ１詞''１は，大
勢を占める他１１１詞llrのllli元をしているのだろうか。
しかし，これらには，｜÷Ｉｆｌ１詞としても，他↑１１詞としても機能し，表裏一体
をなすものがある。炎ﾘ』といっても，手の''1と蛾の様で，背腹に近いと見る
と(3)，この':l↑'1詞llrは，好き・嫌いの意味場への繋ぎをしている棟にも思え
る。否，感ＩｉＩｊの'11界に隣接する思考の世界への繋ぎではないのか。
（変鋼》ネI1iiIlIi1(jlUI激は，喜怒哀楽を11{じさせると共に，｜:ｌ１ｌ１ｉＩＩ１経に彫
粋，これもまた，当人のｌＩＩ題なのであるが，身体全体に変調を来たし，表Ｉｉ１ｊと
して表１１Ｉする。jllnlilj1lilll1的にも，つまり身体迦勅や気il,{変化によっても起きる
ことで，識別する必要はある。まずは、l流に，lWi采，呼吸に，更にはI妙L合
に，そして後々，波ツハストレスヘとつながって行く({)。
刺激の朧度やIITによっては身体内変化に|H1わる/N随怠筋だけでなく，身体全
体を文える随意筋にまで変調が及び，まずは紫ｉｌｌｉすることで，手足が渡え，膝
がガクガク，「めまい」がして，極端な場合は，気絶することもある。
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《表情》ここまでは身体全休に及ぶ，むしろ否定的な変調表情で，本
人も抑え様とするが，部分的な，特に首より上では，隠し様もなく，ときに，
意志伝達的であり，動物としての名残りではないかと思わせるものもある。
代表的な衣Ii1iと言えば，かなり目由に動き，動かせる|=I元や'二1元が暇かな
｢泣き笑い」敵を作るが，ときに付随する泣き声，笑い声は，fllL術した'１ｷに発
する動物的なlUlび声やり念り声と共に，声の《表情》としても扱い得るか。突作
にＩⅡる条件反邸Ｉ的行動も含め，あの瞬間の，あの表情や(|:極は，真実を語って
いることが多く，後々，話題となることがある。
意志表示(5)
以｣=の『感怖表ｌｌＩＪから”機嫌はもとより，好意的及び非好意的関係も光分
に読み取れるが，余りに個別的過ぎるので，快い感情表llIには，快い，つまり
好意的関係が介在，不快も，それに同じ，とここでは指摘しておいて，いわゆ
る好き・嫌いはHl1Iilではないのだが，その個別的過ぎる体験が誘発，lUl非さ
せ，成長させるもので，意志表示であると考え，分析を進める。
《好意的》－．般的に，気に入って好きなのはＬＩＫＥ，より強く，愛す
るのはＬＯＶＥ，何でも良いのではなく，選択が行なわれているということで
はCIlOOSIOである。他より，より好きなのはＰＲＥＦＩｏｌ{，よりAAMこするの
はＦＡＶＯＲである。選択するのではなく理想を望むのはＷＡＮＴで〆切望す
るＣＲＡＶＥ，ＬＯＮＧ，ＹＥＡＲＮも挙げておこう。出来れば，と要望するのは
DESIRE，希望するのはＷＩＳＨ，更に，ＨＯＰＥと，欲求度は下がるか。
何故，好意的になるのだろうか。「素晴しい」と評価を高めてでＡＰＰＲＥ－
ＣＩＡＴＥが通１１１されるが，過大評価するＯＶＥＲＥＳＴＩＭＡＴｌ９，－１(ＡＴＥの場
合もあり得る。111賛するＡＤＭＩＲＥ，ESTEEM，敬愛・礼賛するＡＤＯＲＥ，
ＰＲＡＩＳＥも"Ⅱえられ得る。当然，大切にすることになり，その(lli値を強調し
てＶＡＬＵＩＯ，宝物としてＴＲＥＡＳＵＲＥ，賞に値する程にＰＲＩＺＥ，名撚や栄
光を与・える程にｌｌＯＮＯＩ(，ＧＬＯＲＩＦＹが適用される。
特に「秀でている」として評価し尊重するのはＲＥＧＡＲＤで，尊敬するの
はＲＥSPECT，敬愛するのはＲＥＶＥＲＥＮＣＥ，VI0NIDI(Ａ'1,19,崇拝する程
ならＲＥＶｌｉＲＩｉで，礼拝する腺ならばWORSlllPであろう。神格化するの
はＤＥｌＦＹで，ネlll型なものとして崇めるのはＣＯＮＳＥＣＲＡ'l１ＩＬｌｌＡＬＬＯＷ
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で，徐々に世俗を離れて行く。
宗教的に信じるＢ}】ＬＩｌｌＶ１０は，より‐･般的にも週11]されて，好意的|側Ｉ係の
'１１発点であり，究極でもある。「索晴しい」よりも，むしろ「正しい＿のであろ
う。そこで，信11Ｉする（１０Ｎ)ＴＲＵＳＴ，ＣＲｌＤＤｌ'１，が挙げられる。そして，信
川して，「頼る」ことではRI9LY，ＤＥＰＩＢＮＩ）が，史に，「従う」ということ
ではFOLLOW，ＯＢＥＹが迫記され得る。
まず，発言や行動にＩＨＩして，「正しい」と判断すれば，同意するＡＧＲＩｉＩ９，
ＡＳＳＥＮＴが，更にＣＯＮＳｌ３ＮＴが適用される。応じるということではＣＯＭ‐
ＰＬＹ，ACCEDIOであり，ＡＰＰＲＯＶＥ，ＣＯＭＭｌ０ＮＤは，推賞する迄も意味
する。容認するのはACCldPT，承認するのはＧ１(ＡＮＴ，その存続をも許す
のはＰＥＲＭｌＴ，ＡＬＬＯＷである。
それを，周|〃|から疑'''１１hMされ，否定された場合は，どうするのであろうか。
弁護するＡＤＶＯＣＡＴＥ，Ｉ)10ＦＥＮＤが通111されることになる。保護するのは
ＰＲＯＴＥＣＴ，ＧＵＡＲＩ)，支持し，維持するのはＳＵＰＰＯＲＴ，ＭＡＩＮＴＡＩＮ，
史にＳＵＳＴＡＩＮも加えられ得る。ときには，ポ,'i染が，はっきりと現われても，
見過ごすのがOVIOl(]』００Ｋ，悪事などを，人|]に見るのはＣＯＮＮＩＶＩｏ，罪
ならばＣＯＮＤＯＮｌＩ】である。軽い過失などを，許すのはＥＸＣＵＳＩＢ，重大なも
のならばＦＯＲＧＩＶ１０，）１１()'1放免するのはＡＣＱＵｒｒである。
《非好意的》好意的とは，当然，対立をなし，関わる単語のいくつかにも
対立を見て取れるが，むしろjli語群同士，つまり1,位範晴同士の対立を見なが
ら考察して行くことにする。
一般的に，気に入らず嫌いなのはDISLIKIl】で，史により強く，,Ⅱ柵する
のはⅡＡＴＥであるが，むしろ理性的にはＤｌｙｌ１ｌ１】ST，感怡的にはＡＢｌｌＯＲ，
生理的にはＬＯＡ'rII1I】であろう。選択的に，‘毬み嫌うということではＡＩＢＯＭ‐
ＩＮＡＴＥ，ＥＸｌｌＣＲＡ`ｌ１ｌｉも適川され，疎外するＩ)ＩＳＦＡＶＯＲも加えざるを得
ない。望むはずもなく，ｌＩｊ１避するのはＡＶＯＩＤ，より臓極的にならＥＶＡＤｌ３で
ある。
何故，非好意的になるのか，と問われれば，評(l1Iiを下げてであり，それも過
度の場合が多く，ＵＮＩ)I'】RESTlMATE，‐I(八'''１０，B1DLITTLEが通111され
る。賞賛するわけもなく，見下すＤＥＰＲＩｌ】ＣＩＡ''’'0】，ＤｌＳＰＡＲＡＧＥＭⅡえら
れ得る。当然，大切にせず，蔑ろにするIGNORIi，等閑にするＮＩＩ】ＧＬＩ０Ｃ'1､，
軽んじるＳＬＩＧｌｌＴが適川される。
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特にｒ秀でている］という高い評価はなく，尊重せずI)ISRIOGARl)が適
用される。’M(敬せず，llZむのはSCORN，特に，嫌ってならDl0SPISE，Iilli
価なしとしてなら’)ISI)ＡＩＮ，更に，リ帆るのはDIBI(IDD，RII)ＩＣＵＬＩハ噸
笑する程ならＳＣＯＦＦ，冷笑する程ならＳＮＥＥＲである。好意的ならばiIl1聖
祝するものを，同滴することになりＰＲＯＦＡＮＥ，ＤＥＦＩＬＩｌ】，Ｉ)10)Slｲ】Ｃｌ(Ａ'１１Ｅ
が適川される。
恐らく，ｆ１Ｍ解llI来ないとか，怪しいとか，言うのであろうが，循じていない
のがＤＩＳＢＥＬｌｌＷｌ０，－ＴＲＵＳＴ，－ＣＲＥＤＩＴである。疑い|||したら，もう，
お仕舞である。疑うのはl)OＵＢＴ，半信半疑はＳＵＳＰＥＣＴである。執りにな
らないし，就いて行けない。見捨てるのはDESEl('１１，Ｆ０１(ＳＡＫＥ，逃げ''１
すのはＦＬＥＥであり，縁を切るということではＲＥＰＵＤｌＡＴ１０も追記してお
_￣ 
､－つｏ
発言や行動にＩＨＩして，「正しい」と半Ｉ断１１}来なければ，ｙ《識を|リニ(えるDIS‐
ＡＧＲＥＥ，］)ISSIⅧ】Ｎ'1,が，史にＤＩＳＡＰＰＲＯＶＥが通１１]される。応じず，反
対するということになれば，嫌ってのOBJECT，邪魔してのOPPOSIOが挙
げられ，Ｄｌ０ＮＹは否)(iとするまでも意味する。抓絶・否認するのはＲｌＯＦＵＳＩＩ】
で，より強くは}{lOJEC'１１，より「童にはＤＥＣＬＩＮＩ２で，その存続を許さず，
'1111上するのはＩｌｌＮＤＩＯＲ，ＩＭＰ[ＯＤＥ，ＩＮＴＥＲＲＵＰＴであろうか。
そして，IIillﾉⅡにjjl1え，ｌ]分の巾でも，疑問・否定の声が大きくなった場合
は，どうするのであろうか。抗議するＰＲＯTEST，抵抗するI(}】SISTが適１１１
される。非難するのはＢＬＡＭＥ，ＤＥＮＯＵＮＣＥ，史に，告発する意まで持つ
ＡＣＣＵＳＩｉＭⅡえておこう。ときに，結果が現われ'1}ると，禁ずることにな
り，私的にならＦＯＲＢｌＤ，公的にならＰＲＯⅡＩＢＩＴである。史に，締め出
し，排除するのはｌＢＸＣＬＵＤＩＬＲＥＭＯＶＥで，追放するのはBANISllであ
る。非好意的関係は，縁が切れれば話題とするには及ばない。
肉体表現
ここまでに記した好き・嫌いの多くは，ただ，その感愉を持っているだけな
ら，桁ｉｌｌｌ的反応や態度として，｜回|りに気付かれない場合もあり得る。しかし，
喜怒哀楽が，いかに肥Ｉ別的であれ，表情や｛Ir極に見て取れる様に，好き・嫌い
も，どこかに見て取れないものであろうか。好きなものには，顔を緩ませ，近
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づきたがるし，嫌いなものには近づきたがらないだろう，という誰でもが見て
取れる本能的，否，’二lfl1IIll経のなす行動的反応や態度に，それも人に関して，
つまり触合いに砿謝されないだろうか(6)。
《親愛》精神的触合いは「信じる」ことにあり，というならば，行動
的触合いは「挨拶」にあり(7)，でも，まずは知合いでなければならない。その
様を見るべく，様々な人が一堂に会したパーティを想定してみよう。
見知らぬ２人，それも，お1Kいに気になるﾘ)と女は，馴れ馴れしく触れる
ＰＡＷは言うまでもなく，Ｉ('1急に近づいて話し掛けるＡＣＣOSTは，溌らに言
い寄るMOLESTとして，特に’)性には御法度，まずはGyeco'1tactからで
ある(8)。気付かない|[IjI：１１の人を気(､lかせるためには，掌で肩や背中を軽くI11jく
'1､ＡＰ，ＰＡＴ，ＳＬＡＰに，指で突つくＰＯＫＩ９，I1ilで突つくＮＵＤＧＩＯが挙げら
れる。
ともあれ，正式には握手からであろう。お互いに，しっかり掌を握ることを
強調すればＣＬＡＳＩ〕，後半の稲することを強調すればＳｌｌＡＫＥである。腕ｲ１１
僕をする時の様に，肘を立てて，もあるが，その際，掌を叩くだけの変形は
ＣＬＡＰであろうか。その後は，愛`晴込めて抱き締めるｌｌＵＧで，両腕でＩＨＩん
でいることを強訓ｌすればＥＭＢＲＡＣＥ，それが，錠前や留め金を連想させて
ＬＯＣＫ，CLASP，否，保つ，包むというならllOLD，（ＥＮ)ＦＯＬＤで，強
いﾉ]が加わっていることを強調すればSQUI319ZI1】，PR1DSS，ＳＴＲＡＩＮであ
る。更に，仕'二げは，樗によるＫＩＳＳである。宵ばかりのＳＭＡＣＫや，軽く
突く様なＰＥＣＫ，触れることを詩帳するＯＳＣＵＬＡＴＥもある。
投げキスが手元から放たれる様に，離れた人には手を振るＷＡＶＥ，片目を
映るＷＩＮＫ，史に，鰹くり||子を持ち_上げるＴＩＰの他，会釈するＮＯｌ）があ
る。深く御辞儀をするＢＯＷには敬意が込められる。女性が，頭をヒョッと沈
めて会釈するＢＯＢは，膝をヒョッと'''1げてのＣＵＲＴＳＹも意味する。大凡，
ﾘ)性が額に掌を塔し敬礼するＳＡＬＵ'1Ｅは，一般的に挨拶するＧＲＥＥＴの意
もあり，フェンシングの試合での礼も連想させる。史に，高貴な人を祝柵して
か，謁見式で，祈る時の様に脆〈のはKNIOIOLである。
祝福するのでも(9)，式ﾘＩＬをしてはＣＥＬＩＢＢＲＡ'''11,何かを記念してはＣＯＭ‐
Ｍｌ９ＭＯＲＡＴＥ，「でかした」ということではＣＯＮＯＲＡＴＵＬＡＴｌＤである。
それに値する人物を持ち上げ，担ぎ回るのはＣＩｌＡＩＲ，そして皆，歓迎するの
はWI9LCOME，歓呼するのはIIAIL，歓声を挙げてのＡＣＣＬＡＩＭ，拍手喝
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采してのＡＰＰＬＡＵＤも適111される。むしろ，声援するのはClllOI9I(であろう
か。ときに軽|]で「ひやかす｜のはＢＡＮ'l1lBR，Ｃ]ＩＡＦＦである。健康を祝
して乾杯するのはＴＯＡＳＴである。
酒を酌み交し付合うのはllOBNOB，パーティが終る頃には，それまで知ら
なかった人同ご|:６，打解け近付きになりCOTTONが適用される。ｿ)性が女
性をESCORT，ＬｕにＳＱＵＩＲｌ】も》|]えられ得るが，高貴な人と従打をも連想
させる。新たにXⅡ合いになった人lTi1-lが，後[｣，親しく付合う様になることは
良くある。ＡＳＳＯＣＩＡＴＥである。
先の気になるﾘ)女も，ひょっとしてデートの約束をして，デートをしている
かもしれない。それぞれＴＲＹS'１１，１)ＡＴＥであるが，男性が，｜〕}達兜よろし
く，女性に言い寄るのはＧＡＬＬＡＮＴ，仲良く交際しながらはＣＯＵＲＴ，更
にＷＯＯも川|えておこう。そんな風に異性と戯れるのはＤＡＬＬＹ，男性を強
調するとＰｌｌＩＬＡＮＤＥＲ，女'４；を強調するとＦＬＩＲＴである。
その恋人１両1｣良の戯れを，ちょっと覗いてみよう。機嫌を取って，顎の下を撫
でるのはＣＨＵＣｌ〈，身体に免れ掛かるのはＲＩｌ]ＣＩＪＩＮＥ，Ｉ』Ｉ９ＡＮ，miや身体を
擦り寄せるのはＢＵＲＲＯＷ，強く身体をくっつけるのはＣＬＩＮＧ，激しく抱
き締め，キスをするのはＣＬＩＮＣｌ[である。首に抱きつくＮＥＣＫ，愛撫する
ＰＥＴは，キスすることも含み，いちゃつくＳＭＯＯＣｌｌを意味する。
輿れる程，恋焦がれるのはＰＩＮＥで，ＩＭｌｊＩ１が許さず，駆落ちするのは
l2LOPEであるがい女性が強調される。それならば，と誰かが，縁紺させるこ
とになればＡＬＬＹ，婚約させるのはＥＮＧＡＧＩＤ，そして，結蛎させ，結婚す
るのはＭＡＲＲＹ，ＷＥＤである。その前に，ソＩＬﾔｌｉと遊び回るのはＧＡＬＬｌ‐
ＶＡＮＴで〆女Ｉｌｌｉが，男性の恋人を総てるのはＪＩＬ'1,，それは，２人を仲違い
させることになりＥＳＴＲＡＮＧＥが適111されるか。
話を戻して，母子揃ってのパーティを考えてみよう。幼児達は駆け１，１り，は
しゃぎ|□1り，ＦＲｌＳＩ<，ＦＲＯＬＩＣ，ＲＯＬＬICI〈，ＲＯＭＰ，ＧＡＭＢＯＬ，ＳＣＡＭ‐
ＰＥＲ，ＣＡＰＥＲが適ＩＨされるか。お互いに物心がつく前には，何の街いもな
く，直ぐに知合いになり，有りったけのスキンシップをするが(ＩＣ)，その内，喧
嘩を始め，誰かが泣き出す。
その泣き虫が，見守る母親にⅡ､えて，鼻を仰付けるのはＭＵＺＺＬＥ，じゃれ
つくのはＦＡＷＮである。母親の方も愛しくなって，撫で回し，抱き締める
のがＦＯＮＤＬｌｄで，更に，掌でやさしくⅡⅡいたり，キスすることも含むのが
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ＣＡＩ(I'】ＳＳである。抱き｜:げ，Ｉ下に橘すって「あやす」のは］)八ＮＣＩＩ)，撫
でることＭⅡわると１〕ＡＮＩ)Ll9，揺り龍の嫌にならＣｌ(Ａｌ)l｣ハ１((〕ＣＫでも
ある。史に，寄り添うのはＳＮＵＧ，でも，寛いで}Niになっているか。巣の111
の`(3の嫌にならＮｌ'】S'1,LIBで，抱き締める意を持つＳＮＵ(ｌＧＬＩｉも，Iliになっ
て寄り添うことを'１１W示，ＣＵＩ)I)ＬＥには，更に，添い寝する意もＤＩＩわる。
そして，乳幼児が泣いていれば，お乳を飲ませるＳＵＣＩ〈ＬＥが適川される。
この際，ついでながら，愛↑ｉ１ｊ－Ｉｲ(の家庭での－，f『ても考えざるを得ないか。（'ｌ
かに付け，滋しむCIIEl(lSII，育むFOSＴＥＲが通''１される。食物を食べさせ
るのはＦＥＩi】、，従うのはI(ｌｉＡＲ，育てるのは|)l('0)10】I）である。それぞれに
ＮＯＵｌ(ISll，ＮＵＩ(S})，ＮＵＲＴＵＲＥも対応するか。f供以外の家族も含め
て，傍に居て気を卜ｌけるＡＴ'１１ＥＮＤあり，ll1i;,IiをするＣＡＲＥあり，’１１{しｌｌｉ
べてＳＩ０ＲＶＩ９が適111されるか。
ペットや庭の|尚水やﾉｨ〔化にも，これらは妥当するが，特に，ペットに関して
は，’'１に触れる以ｊ２の.砥を持つＴＯＵＣｌｌに，Ｆ１|)l)ＬＩＩ，ＩＩＡＮＩ)Ｌ|')ＭⅡえて
おこう。それよりも，既'11のＰＥＴは，ここに優先されるべきであろう。趣味
の話を続けると，家族の慰安か，お祝いのためか，パーティをＩＩＨいたり、物兄
遊111にｌｌＩＭＩけるのはＪＵＮl(1)Ｔで，ときには，親しい人をＩＮＶＩ'''１１)，色々と
｢もてなす＿のはＦＩＩ】ＡＳ'１１，１([`)ＧＡＬＥ，ＥＮ'１１１１】}('１１ＡＩＮである。
ｎＭ1/f様に，家族を含め，好意的関係を持つ('''''11に対して，報いるのは
I(ｌｉＣＩＰＲＯＣＡ'１１１１】，Ｉ(ｌ０ＱＵＩＴＥである('1)。ときに，｜水lっていれば，Ⅱ詩する
ＡＩ)ＶＩＳｌｉ，手助けするＩＩＥＬＰ，解放するI0X,111([()Ａ'|､Ｅも通''１される。ＭＨ〈
行かなければ，ﾘｲﾉめ，慰め，九気づけて，liilliIjし哀れむＣＯＭＭＩＳｌｉｌ(八'1,1')，
父(のiliに思う｜)['｢Ｙ，Ｕｌに，嘆き悲しむｌｌＩｉＷＡＩＬ，－ＭＯＡＮ，Iiijみを肯う
ＣＯＮＩ)ＯＬｌＩ】も適川される。
そこで，＝幸せをくれた７供には，その親が，幸せを返そうとしてか，溺愛す
るのがl)OTIi)である。一〃，甘やかすＳＰＯＩＬは，‐r供を駄ｌ１にすることを
知って，余計なlltiJiをやくのはＭＥＤＩ)Ｌ}】である。そして，（1Jかに{､lけ，プノ
ミガミ小言を詩うのはＳＣＯＬＤ，ＮＡＯ，（Ｂ}】)l(八'|､'0である。
いくら言っても|H1かない~rを，懲らしめるべく折|儲するのは，Ｃｌ'八S'11ＳＥ
や，鍛える趣を持つCIIAS'rlI】Ｎで，襟甘をＩＭＩまえるのはＣ()ＬＬＡＩ(，そし
て，おljiUをllll〈のはＳ|)ＡＮＫ，カンパの枝鞭で打つのはＢＩ}(CII，（'i〈殴る
のは'Ｉ１ＲＯＵＮＣ卜】である。ボクシングで，めった}「らするＰＵＮＩＳＩＩも懲らす
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意を持つ。度を越さない様に誰かが，箸めるＲＥＰＲＯＶＥ，諭すＡＤＭＯＮ
ＩＳＨ，諌めるＥＸＰＯＳＴＵＬＡＴＥの必要があるだろうか。繰返されると，反抗
期の子供なら，憎悪を抱き反感を持つＲＥＶOLT，反発し反逆するＲＩＤＢＥＬ
が適用され，非好意的関係に突入するかもしれない。
《敵意》既に，恋人同士，子供達，親子間での非好意的関係には，僅
かながら言及したが，ここで問題とするのは，理解を促すべく，その非好意的
関係を我慢する内に，憎悪が募る場合や，何らかの理由で，報復したいと敵意
を募らせている極端な場合である。仕返しするのはＲＥＴＡＬＩＡＴＥ，特に，正
義に基づいてならＡＶＥＮＧＥ，私憤でならＲＩＤＶＥＮＧＥである。
当然，会っても挨拶もしないし，ｉ祝編すべき時でも苦々しく思い，その逆
に，相手が1Ｎっていたり，上手く行かない時には喜び，とにかく，追出しを意
図する様な行動を取る('2)。不幸になる様に呪うＣＵＲＳＥ，ＤＡＭＮは罵る意も
持つが，罵倒するのはＲＩＷＩＬＥ，ＩＮＶＥＩＧＩＩ，ＶＩＴＵＰＥＲＡＴｌＤである。相
手の動作などを真似て，からかうのはＭＯＣＫ，更に，咽るのは，ひとつだけ
挙げればＴＡＵＮＴで('3)，愚弄するのはＧＩＢＥである。機会があれば，野次る
ＨＯＯＴも適用されるか。そして，あら探し，揚げ足を取ってがＦＡＵＬＴで，
一応，理屈をつけてがＣＡＶＩＬ，筋違いはＣＡＲＰである。更に，中傷するの
はＳＬＡＮＤＥＲ，ＤＥＦＡＭＥ，ＬＩＢＥＬであるが，ときには名誉段損になる程
である。
これが繰返されると，相手も黙っていられず立向かう。すなわち，逆襲する
のであり，ボクシングを連想させるＣＯＵＮＴＥＲが適用される。遣り返すの
はRETORT，非難し返すのはＲＥＣＲＩＭＩＮＡＴＥで，はっきりと敵対し，相
手に敵意を抱かすＡＮＴＡＧＯＮＩＺＥや，事を紛糾させるＥＭＢＲＯＩＬが適用
されることになる。論理を必要とする程ではないが，論駁するのは，ひとつだ
けCONTROVERTを挙げておこう(M)。つまらない事で言争うのはＢＩＣＫＥＲ
で，ＳＱＵＡＢＢＬｌＤは，口だけでない，下らない喧嘩も意味する。
それでも，直ぐには，手を出さない。しかし，何時しか，どちらかが業を煮
やし，邪魔が入らない様な場所と時を選んで，待ち伏せるのはＡＭＢＵＳＨで
ある。急襲するＲＡＩＤが，ＢＬＩ'１１Ｚが，上からを強調するとDESCＥＮＤが適
用されるか。荒々しく突進するのはＲＡＭＰＡＧＥ，襲い掛かるのはＳＷＯＯＥ
ＰＯＵＮＣＥである。攻撃するにしても，敵意を以てはＡＴＴＡＣＫ，激しさを
以てはＡＳＳＡＵＬ｢１１，執勧さを強調するとＡＳＳＡＩＬである。
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まず('5)，掴み合うのはＧＲＡＰＰＬＥ，ＳＣＵＦＦＬ１ｄ，殴り合うことも含めると
ＳＣＲＩＭＭＡＧｌｄで，ラグビーのスクラムをiIll魁させるついでに，組み伏せる
'1､ＡＣＫＬＥも挙げておこう。組合うのはＷＲＩOS'ｌ１ＬＥで，プロレスとの連
想で，羽交締めするＰＩＮＩＯＮ，頭突きするＢＵＴ'１１，njiを111]くＣＯＮＫ，反ＩＩｌＩ
技で，咬みつぐＳＮＡＰ，喉を締めるTIIROT'１１LIBを挙げておこう。史に，足
を掬って，ひっくり返すのはＴＲＩＰ，肘で111'すのはＪＯＳＴＬＥ，揺するのは
JＯＧ(ＧＬＥ）である。平手か拳で殴るのはＣＵＦＦである。
いわゆる「びんた」するのはＢＯＸでもあるが，当然，拳でのボクシングを
述想させる。ついでながら，その拳を強調するのはＫＮＵＣＫＬＥであり，あ
の仕種を強調するのはＳ１〕ＡＲである。ジャブを食らわすのはＪＡＢ，強打す
るのはＳLOG，そして，フラフラにするＪＯＬＴは揺さぶる意も持つ。クリンチ
''１に横殴りするのはＣｌｌＯＰである。
そして，とにかく，（'ｌでであれ，打つ，股るは’'''１１，ＳＴＲＩＫＥ，軽くⅡ|】〈の
はＤＡＢ，強く打つのはＳＯＣＩ(，ＳＭＡSII，それも大振りするのはＳＷＩＰＥ，
結果，機殴りするのはSIDIOSWIPE，そんなこんなで，めった打ちするのは
ＣＬＯＢＢＥＲである。以｣:納めて，打ちのめすのはＢＵＦＦｌｙｌ１，ＬＡＭＢＡＳ'''1０，
ＷＡＬＬＯＰ，それも傷つける程だとBASll，Ⅱ|]き伏せるｉ[[1だとＰＲＯＳＴＲＡ'１１Ｅ
である。
一方，素早く強く'''１くことで音を連想させるのは}（ＮＯＣＫ，WIIOP，史に
ＷＩｌＡＣＫも挙げておこう(１６)。既に暗示されている棒など，を振り回すのは
ＢＲＡＮＤＩＳＨ，巧みに使うならＷｌＥＬＤである。：１１１い杖状のもので打つなら
ばＢＡＳＴＥ，太いバット状ではＢＡＴ，根棒状ではＣＬＵＢ，はっきりと梶棒で
はＢＬＵＤＧＥＯＮ，ＣＵＤＧｌｌ】Ｌである。因みに，鞭の場合を含むのがI)ＲＵＢ
であろうか。鞭を，はっきりと連想させるのはWIIIP，ＬＡＳＨで，ＦLOG，
ＳＣＯＵＲＧＥは体罰を述想させる。|可じく，殻竿でなら'ｌ１ＨＲＡＳｌｌである。更
にナイフや刀剣，棺やｻﾞﾙ，弓矢に銃を持ちｌｌＬたら，下らない喧嘩である，と
は言ってられない。
妓早，軽傷では済まない。打ち傷をつけるのはＭＡＵＬ，CONTUSl9，切
り裂くのはＬＡＣｌＯＲＡ'[､１０，力Ⅱえて骨折までさせることになるのはＢＲＥＡＫ，
脱[]させるのはDISLOCATEである。手足，特に足を不自由にさせるのは
ＣＲＩＰＰＬＥ，ＬＡＭｌＩで，更なる損傷を暗示するのがＭＡＩＭである。危険に
lMiすのはＲＩＳＫ，［ONI)ＡＮＧＩＯＲ，ＪＥＯＰＡＲ１)ＩＺＥである。
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こんなliilに，どこに行きiri〈のか分からない暴ﾉﾉ沙汰を避け，瞬くも，そ
の1iiiに，紫卿こよる殴り合いを約束して，遺恨を１１１Mらす決lJ11もあり得る。そこ
までALMIlj【が働くのならば，穏便に事を済ませるべく，，ｉＩｌｉかがii1ij荷を懐柔する
ＣＯＮＣＩＬＩＡ'１，１９も，災にあり得る。そして，lIfi雌や粂三JRの決闘の代待に，ス
ポーツの試合で決満をつけることになる可能性も'1}て来る(''1．Ｉ１ｌ蛾するのは
ＡＩ（１）ITI(ＡＴＩ９，iil1i行の'１１に入ることを強調するのは１Ｎ'1､I9RPOSE，その位
i『(が''''''1であることを強i１ＭするのはＭＥＤＩＡＴＥである。
本能的とまで言われる'1Mｲ}心や敵煽心は，競争心，対)ん、に紙換され得るの
だろうか。一般的に↑}うのはＦＩＧIIT，敵意を以て戦うのはＢＡＴ'１，ＬＥ，それ
も衝突する蔵が強ければＣＯＮＦＬＩＣＴ，敵意よりも対抗怠識を以て競うのは
ＣＯＭＰｌＯＴＥ，ＣＯＮ'1,19Ｎ|)で，一定の目標に向ってならＣＯＮ'1,ES'１，である。
ＲＡＣＥは競走する蔵である。
好き・嫌いの仕合いが，スポーツの試合の勝ち.負けに転換され界ﾊｾﾞするの
であろうか。その綿綿は)ﾉﾘとして，一般的に勝つのはＷＩＮであるが，手に入
れることも意味し，ＣＯＮＱＵＩＤＲ，ＶＡＮＱＵＩＳｌｌもＤＩＩえられ{(lLる。１１:側するの
はＯＶｌｲ】|(ＣＯMIO，凌)1MするのはＳＵＲPASS，Ｆ】XCl012I)，’１】ＸＣ１】Ｌである。
接IJi辞ＯＵＴ‐は，より|勝れていることに，峻，過'１１される。｜:にあることを
強調するのはＳＵＩ(ＭＯＵＮ'１１，卜に１１M従させるのはＳＵｌｌＤＵ'０，打負かすのは
I〕lSCOMFITである。‐･力，負けてしまって失うのはＬＯＳ'０，liilIlllするのは
ＳＵＣＣＵＭＢ，降参して譲るのはＳＵＲＲＥＮＤＥＲである。
勝敗が決して，お］[いに，すっきりすれば良いが，ＪＭｌな的関係に代って，
_'２下の関係が成り立つことになるのだろうか。否，今迄の経緯から見て，1,1,ｉ
ニハクタクタになって，リ|分けるＤＲＡＷか。そして，ときには，｜役り合い
のlrIoil雌も含め，全身介箙での，ぶつかり合いには，触合い以｣:の交流があり，
ドラマの様に，真の友↑illが雌|ｉえることもあるか。然すれば《親愛》ＩＨＩ係が成
り立つことになる。
ところで，勝敗をどの様に考・えるかが問題とはならないだろうか。允々，鴎
ﾉﾉに訴える気はないが□けず嫌いで，非好意的|H1係を競争に転嫁，（I1Iliによら
ず，密かに，麟骨に，I11Jxを負かそうとする人もいる。また，親友liilご|:が対等
でありたいと望み，対抗怠識を以て，その証しとする人もいる。iilli折の迎いは
どこにあるのだろう。’11手を槙範として見習う他，負けまいとしてり}(合うのは
１１】ＭＵＬＡＴＩｉ】，ｌｌⅡえて，｜iilじ「|標で競い合うのはI(1Ｖ八Ｌであるが，」Lに，比
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肩する意も持つ。これとても優劣が付き物，やはり好き・嫌いだけで，行きた
いと思う人がいることを追記しておこう。
まとめ
もし，そうでありたいと思っても，人は，好き・嫌いだけで行動していける
だろうか。考えてみれば，お互いに，好き・嫌いがあり，その(1Mだと衝突，非
好意的関係に陥ることが分かり，遠慮が働かないだろうか。
主張する，つまり(１Jかを要求するのはASSEl(Ｔ，ＣＬＡＩＭで，１，Ｗ(するの
はINSIS'１，，１)IiRSIST，物lIl1的に，くっつくＡＤＨＥＲＩ９，ＣＬＩＮＧも適用さ
れる。その考えを扮てるのはＷＡＩＶＥだが，一般的にはＡＢＡＮＤＯＮ，宣言し
てなら])ＩＯＮＯＵＮＣＩＤ，断念するならＲＥＬＩＮＱＵＩＳＨ，｜芒|制するならＡＢＮＥ‐
ＧＡ'1110である。［1分からＣＯＮＴＲＯＬ，抑制するのはWITllllOLl)，ＦＯＲ－
ＢＩＯＡＲ，慎しむのはＲＥＦＲＡＩＮ，控えるのはABS'１１ＡＩＮである。つまり，相
手を敬って譲歩するI)IOFI9Rは勿論，むしろ委せるＹＩＩＯＬＤ，ＣＯＮＣｌＢＤＥに
加え，妥M1するＣ(〕ＭＰＲＯＭＩＳＥが求められる。
嫌なＺｌｆに対しても，感情を燃え血大せ怒る［BLAZI9，ｌﾘl示するＩＷＩＮＣＥ，
人袈裟にする１０】ＭＯＴＩ'】は控え，文字通り，露骨に，ル|鉄を食わすl(１１)ＢＵＦＦ，
鼻であしらうＳＮＩＦＦ，ＳＮＯＲＴ，ＳＮＵＢ，史に，唾を吐くＳＰＩＴも慎しむべ
きか。むしろ，人'三|に見るＢＲＯＯＫ，ＴＯＬＩＢＲＡ'１１E，飲み込むl)IGIOST，持
ち続けるＢＩＯＡＲ，立ち続けるＳＴＡＮＤ，ｌLどまるＡＢＩI)１Aつまりは，耐える
ＥＮＤＵＲＩＯが求められる。ときには，軽くあしらうＢＩ(USll，鋒先を逸らす
ＰＡＲＲＹ，受け流すＦＥＮＤと共に，おどけて，馬鹿を遮るＣＬＯＷＮ，冗談を
言うＪ１'】ＳＴも必喫であろう。
それでも，どうしても譲れないことがある。お互いに好き・嫌いのある競争
社会では，好き・嫌いで始めたことが，いつの'１１１にか，勝ち．負けに擦り替え
られるか。まずは，畝張り通すＰＥＲＳＥＶＥＲＩ９が取要で，」名手〈対処する
ＣＯＰＩｄ，誤魔化しも'1宵示するＭＡＮｌＰＵＬＡＴＥと共に，機先をIlillするＦＯＲＩＯ－
ＳＴＡＬＬ，典をかくＯＵＴＳＭＡＲＴ，‐ＷＩＴ，ＣｌＲＣＵＭＶ１ｉｑＮ'1,も，勝負に拘
れば必要となるか。史に，鉄i､皮で遣り通すＢＲＡＺＩＯＮや，不当なl2lj求をす
るＡｌ(l(ＯＧＡＴＥ，機嫌を取るＪＯＬＬＹ，そして，１１<り入るＩＮＧ|(ＡＴＩＡＴＩＯ
も，心ならずも実行せざるを得ないか。勝負に賭けているならば，許されるこ
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と，装うのはＰＲＥ'PＥＮＤ，それもﾉＭ１を側してならI)ＩＳＳＥＭＢＩｊ】，偽装する
程ならDISGUISIO，偽造するｉｌ１ｌならＣ()ＵＮ'｢1`】I(ＦＥＩ'1,,そして，巧みにが
ＦＥＩＧＮで，直ぐに，ばれる１１１１はSII八Ｍである。
ところで，いざ勝負となった１１ｹに，優劣や，｜|＃敗に対して|]怠識過剰となっ
て，自律神経が身体を動けなくさせることがある(１８'・尻込みするＪＩＢ，ＳＨＹ
は動物を連想させ，後退りすることも恵'1,Ｋする。バネを連想させるＲＥＣＯＩＬ
を/Ⅱ|えておこう。恐怖心やⅢ､かしざで，疎むのはＣＯＷＥＲ，ＦＬＩＮＣｌＬひる
むのはＱＵＡＩＬ，ＷＩＮＣＥで，物が縮むSII|(ＩＮＫ，特に，植物をjilll越させる
ＷＩＴｌｌＥＲも通''１される。身体やⅢ|がフラフラするＷＯＢＢＬＥ，ＷＡＶＥＲ，
ＦＡＬＴＥＲは，蹄Mliiする［[l']ＳｒＩＷＩ１ＥにjUmじ，これでは勝負にならない。
また，棒〈動けても，やはり「|怠識過刺で，「１１'1ﾈ''１経のなす業か，＃'千の.機
嫌を取る人もいる。ｒ１分を'､):ろうとしてか，Ｉ|【り入ろうとしてか，祥め称える
ＥＸＴＯＬ，ＩｉＸＡＬＴにはＩ１１Ｉかがある様に思われる。Iliに挨拶する意でもある
ＣＯＭＰＬＩＭＥＮ'1,も，お世辞をＴｉうＦＬＡ'1Ｗ111m】I（の意を持つ。へつらうのは
ＡＤＵＬＡＴＥ，ｉ廷を正らしてまで，おべっかを使うのはＳＬＡＶＥＲ，素直に言
うことを聞くことではＴＲＵＣＫＬｌｑである。経〈助け過ぎ，言われれば蛙も
食べれば，靴も`宵める程は'1,()八I)Ｙ，ＢＯ()'1,ＬｌＣＫであり，（ＳＯＦＴ)ＳＯＡＰ，
ＢＵＴＴＥＲも､Ⅱえておこう。ときには，」き』H〈''1(り入ることがlll来るか。
史に，N|手ではなくて，「１分を(''１かと排める人もいる.これも[Irl1IlIll経のな
す染か，心地良いのであろう。｜`l慢するのは110八ST，それも法螺を吹〈程だ
とＢＲＡ(]である。紋章の様に碑》ｋするのはlll`ＡＺＯＮ，見せびらかしてなら
ＰＬＡＵＮ'1,,大言壮語でならＶＡＵＮ'1,である。勝ち蒜るＴＲＩＵＭＰＨ，歓喜
するＥＸＵＬＴ，ＧＬＯＲＹも，この(''''''１としてｊⅡ|えておこう。そして，踏反り
返って歩くのはＳＷＡＧＧｌ]I(，ＳＷＡSII，女(I[)(ってならＳＷＡＮＫである。こ
のｌｉ渡なら，然ﾄﾞM，他人迷惑ではないが，ｌ成りliiり始めると困り物，虚勢でなら
ＢＬＵＦＦ，人７１;で怒鳴ってはＩｌＬＵＳ'｢I‘】Ｉ（である。本人が優越感のつもりで威
IHiり散らし，弱い者いじめをするのはＢＵｌＬＹ，ｌｌＥＣＴＯｌ（であり，そんな
こんなで独裁的に文配するのはl〕ＯＭＩＮｌＢＥ１（である。
．〃，［'億を持ってなのか，‘謙虚に遜るのはＣＯＮＤＥＳＣＥＮＩ）であるが，
恩戸諦せがましく，見下す意もＩｌｊつことを辺iiUしておく。’二|負するＰＲＩＤＥも
誇りが優越感になり，高慢になるⅢ1までに，ウノ《'１lける可能性がある。また，人
を羨ましく思うＥＮＶＹも，紫ⅡI〔で，なら良いが，ときに，妬む，嫉むことで
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(Ｂｌ))ＧＲＵＤＧＥへと変化することもあり，ふと’気付いて，惨めな思いをす
ることになるか。どれもF'1''１；では抑えきれない|:|意識過lUlな，｜と|律ﾈ''1経が覚え
させた，否，条件反４１によって得た習性であろうか。
《注）
｢はじめに』述べた槻に「五感他の」とiii複するので，略述するが，lWi足汕Ⅱえ
ておく。
『はじめにと犯しﾉﾆI1iIihIl的変化だけでなく」における，「物IM1的変化』のうち
《肉体》を見られたい，
味覚に関しての「あまい．からい_'「うまい.まずい」「好き・嫌い」のレヴェ
ル，あるいは01'IiIiiと対比されたい。この後の「繋ぎ」発言は興味津々･
精神と肉体が，いかに『〔緒しているか，形溶計iilpsychosomaticが表わす．
｢はじめに』述べた槻に「好恵的及びＪｌｉ好意的ＩＭＩ係・反応を」と重複するが，
補充も加え，分散・終1ＷしilO(す。
『はじめに」述べた槻に「し１．千・足から」の「まとめ」において《攻鍍》《愛
撫》《挨拶》《従f『》の１１１１で脂摘された腫味場が，ここに組込まれる。
言葉を掛けることのｉｎ喫性は言うまでもないが，ここでは不'１１に付す。
視線行動は「'’００ＫとＳＩｉ１ｉを焦点とした諮父場の意味と分析」が詳しい。
この部分を含め，その1iiまでに記した《親愛》のＩＩ１ｉを示す挨拶は，スポーツ観
戦中において，良く兇Illけることであるに：
もっと前に《il;》を(lけるべきであったかい'1れないが，基本的な動きに関し
ては，『はじめに」記した「１１．手・足からJuijlくことを」災に「動かすこと
及び物理的変化を述111させる英語動詞Ilrの意味分l1T」が詳しいので省IⅡする。
『はじめに」述べた，逆の因果UL1係である。
逆のり｣采関係ではあるが，榊懇が敵意に，そして，迫lllそうとすることに，ど
の様にして$Iliびついていくのであろうか。また，１１;(11)とも対比されたい。
本稿の『意志災ﾌﾞj<』に馴似炎1Mあり，参１１(!されたい。
言語行動に|H1しては別途に考察した〃が良い，というこうともあるが，余りに
も類似表現が多いので，ここでは省略する。
基本的な動きにＩＭＩしては省略する。ｉｊｉ(10)を参!〈(されたい。
｢音を連想させる災iilMiI詞群の意味分'１７」の「物FI1的とも参照されたい。
スポーツは，ときにl1IlMnをijlき起こすｲiり余ったエネルギーの代謝に寄与する
ばかりでなく，既に，派（９）に記したilI1に，折に触れ，挨拶させることで，人
との触合いをも学ばせるが，『肉体表現』全体に渡っての，具体的スポーツ名
の散ﾊﾐは，（１１を物諮っているのであろうか。
これ以降は，【.はじめに』記した様に「勅くことを」で(埴かながら指摘したこ
とであるが，本稿における「感情表111」と－部lnljhiする，台，そこで言及して
然るべきことかいⅡれない』
（１） 
（２） 
(３） 
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